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韓

国
降
神
巫
の

地
域

的
様
相

　
　

　
　

憑
依
霊
と

し
て

の

死
者
を

通
し
て

川

　
上

　
新

　
二

　

周
知
の

よ

う
に

韓
国
に

は、

世
襲
巫

お
よ
び

降
神
巫

と

称
さ
れ
る

二

種

類
の

タ

イ

プ
の

巫

が
い

る

と
さ
れ、

世
襲
巫

と

は
、

世
襲
に

よ

っ

て

巫

業

を

継
承
す
る

巫

を
、

ま
た

降
神
巫

と

は
、

神
霊
が

降
り
る

こ

と
、

す
な
わ

ち

神
霊
が

憑
依
す
る

こ

と

に
よ

っ

て

成
巫

す
る

巫

を

指
す
も
の

と

さ
れ

て

い

る
。

し

た
が

っ

て

降
神
巫

の

成
巫

に

お

い

て

重

要
な
の

は
、

ま

さ
に

神

霊
の

憑
依
と
い

う
こ

と
で

あ
り、

如
何
な
る

神
霊
が
憑

依
す
る

の

か
、

す

な
わ
ち
憑
依
霊
の

様
相
を

考
察
す
る

こ

と
も、

韓
国
の

降
神
巫

を

研
究

す

る
た
め

の

基

礎
的
な

作
業
の
］

つ

に

な
る

と
思
わ
れ
る

。

　

韓
国
の

降

神
巫
の

な
か
に

は、

天

神
、

龍
神

、

山
神、

日

月
星

神
な
ど

の

神
々

が
自
分
に

降
り
て

き
た
と
語
る

者
が
い

る
一

方、

自
分
と

血
縁
・

姻
戚
関
係
に

あ
る
死
者
が
降
り
て

き
た

と

語
る
者
も
い

る
。

本
発
表
は、

降
神
巫

の

憑
依
霊
の

な
か
で

も、

特
に

降
神
巫

と
血

縁
・

姻
戚
関
係
に
あ

る

死
者
に

注
目
し、

発
表
者
が
実
施
し

た

ソ

ウ
ル

お

よ
び

全

羅
南
道
珍
島

で

の

調
査
（

拙
著
「

死

者
と

生

者
の

民
俗
誌
』

岩
田

書
院、

二

〇
一
一
）

や
、

全

羅
南
道

光
州
の

降
神
巫

に

関
す
る

先
行
報
告
（
浮
葉
正

親
・

小
松

和
彦
「

韓

国
全

羅
南
道
K
市
に
お

け
る

巫

俗
の

受
容
」

佐
々

木
宏
幹
編

『

ア

ジ

ア

漢
文
化
受
容
の

民
俗

宗
教
に

関
す
る

宗
教

人
類

学
的

研
究』

科

学
研
究
費
補
助
金
報
告

書
、

．
一
〇

〇
一
、

稲

福
み
き
了
「

韓
国
全
羅
道
・

済
州
島
の

占
い

師
た

ち
」

沖
縄
・

韓
国
比
較
社
会
研
究
会
編
『

韓
国
と
沖

縄
の

社

会
と

文
化
』

第
］

書
房、

二

〇
〇
一
）

、

さ
ら
に

は
忠

清
南
道
洪

城
の

降
神
巫
に

関
す
る

先

行
報
告
（

崔
雲

植
「

を
甘

菩

層

刈
d司
「

見

琶
斗

曽
杆
到

想
瑚
斗
刃
己

甘
」

「

韓
国
巫

俗
学
」

第
四

集）

か
ら

得
ら

れ
た

憑

依
霊
の

事
例
を
検

討
し
な
が
ら、

韓
国
降

神
巫

の

地
域
的
様
相
に

つ

い

て

の

考
察
を
試
み

た
も
の

で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
、

憑
依
霊
と
し
て

語
ら
れ
る

降
神
巫

と

血
縁
・

姻

戚
関
係

に

あ
る
死
者
の

考
察
を
通
じ
て
、

韓
国
の

降
神
巫

の

地

域
的
様
相
を、

次

の

よ

う
な
三

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

整
理
す
る

こ

と

が

で

き
る

の

で

は

な
い

か

と

考
え
た

。

　

第
一

に

は
、

主
と
し

て

自
分
か
ら

見
て

三

代
前
ま
で

の
、

極
め

て

身
近

な

直
系
尊
属
の

死

者
を

憑
依
霊
と
し

て

語
る

降
神
巫

の

グ

ル

ー

プ
を

指
摘

す
る

こ

と
が
で

き
、

地
域

的
に

は

忠
清
南
道
、

忠

清
北

道
が

、

そ
の

よ

う

な

降
神
巫

の

分

布
す
る

代

表
的
な
地
域
と
し
て

指
摘
で

き
る

可

能
性
が

あ

る

と
思
わ

れ
る

。

　

第
二

に

は、

自
分
か
ら

見
て．
二

代
前
ま
で

の
、

極
め
て

身
近
な

直
系
尊

属
の

死
者
だ
け
で

な
く

、

三

代

前
ま
で

の

傍

系
の

死
者
や、

子

供
な
ど
自

分
よ

り
も
下
の

世
代
の

死
者
も
憑
依
霊
と
し
て

語
る

降
神
巫

の

グ
ル

ー

プ

を

指
摘
す
る

こ

と

が
で

き
る

。

本
発
表
の

考
察
か
ら

は
、

全
羅
南
道
の

珍

島
や
光
州
の

降
神
巫

が
、

こ

の

グ

ル

ー

プ

に

該
当
す
る

と

思
わ

れ
る

。

　
ソ

ウ

ル

の

降

神
巫

も、
一．一
代

前
ま
で

の

直
系
尊
属
の

死

者
だ

け
で

な

く
、

傍
系
の

死

者
や

自
分
よ

り
も

下
の

世
代
に

属
す
る

死
者
も

憑
依
霊
と

し
て

語
る

が
、

ソ

ウ

ル

の

降
神
巫
が

語
る

憑
依
霊
と
し

て

の

死

者
の

様
相

に

は、

第
二

の

グ

ル

ー

プ
に

該
当
さ

せ

た
全

羅
南
道
の

珍
島
や

光
州
の

降

神
巫
の

そ
れ
と

は

異
な
る

点
が
指

摘
で

き
る．、

す
な
わ
ち
珍

島
や
光
州
の

降
神
巫
で

は
、

父
母
の

世
代
や

そ
れ
よ

り
上
の

世
代
に

属
す
る

傍
系
の

死

者
も
憑
依
霊
と

し
て

語
ら
れ
る
の

に

対
し
て、

ソ

ウ
ル

の

降
神
巫

が

憑
依
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霊
と
し

て

語
る

傍
系
の

死
者
は

、

自
分
の

世
代
以
下

の

者
に

限
ら

れ

て

い

る
。

ま
た
、

珍
島
や
光
州
の

降
紳
巫

が

憑
依
霊
と

し

て

語
る

の

は

三

代
前

ま
で

の

死
者
で

あ
る

の

に
対
し
て
、

ソ

ウ
ル

の

降
神
巫

は

三

代
前
ま
で

の

死
者
だ

け
で

な
く、

五
代
前

、

七

代
前、

十
代
前
な
ど、

幾
世
代
も
遡
っ

た
死
者
も
憑
依
霊
と

し
て

語
っ

て

い

る
。

そ
し
て、

多
様
な
傍
系
の

死
者

も
憑
依

霊
と
し
て

語
る

珍
島
や

光
州
の

降
神
巫
で

は
、

自
分
と

の

続

柄
が

具

体
的
で

明
ら
か
な
死

者
が

憑
依
霊
と

さ
れ
て

い

る
一

方、

幾
世
代
も
遡

っ

た

死

者
も
憑

依
霊

と
し
て

語
る

ソ

ウ

ル

の

降
神
巫

で

は、

憑

依
霊
と
の

具
体
的
な
続
柄
よ

り
も

、

憑
依
霧

と
し
て

の

死
者
の

世

代
数
に

関
心
が

置

か

れ

て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
。

憑
依
霊
と
し

て

の

死
者
に
以
」

L

の

よ

う
な

特
色
が

指
摘
で

き
る

ソ

ウ

ル

の

降
神
巫

を
、

さ
ら
に

第
＝ 一
の

グ

ル

ー

プ
と

し

て

分
類
で

き
る
と

思
わ

れ
る
。

送
葬
に
お

け
る

遺
品
と

貨
幣

　
　
　

　
唱
衣

法
の

考
察
か

ら

ー

金

　
子

　
奈

　
央

　

禅
宗
清
規
に

記
載
さ

れ
る

唱
衣

法
−

住

持
や

僧

侶
の

遺
品
を
競

売
に

か

け
る

儀
礼
1
に

つ

い

て

は
、

主

と

し
て

「

勅
修
白

丈
清
規
』

（
以
下

『

勅

規
］

と

略
す）

を

対
象
に

そ
の

教
義
的
・

経
済
的

意
義
に

つ

い

て

考
察
を

ま
と

め

た
こ

と

が
あ
る

（
金

子
奈
央
「

『

勅
修
百
丈
清
規
』

に

お

け
る

唱

衣
法
の

意
義
−

遺
品
の

動
き
を
中
心
に
ー

」

『

東
ア

ジ
ア

仏
教
研
究』

第

九

号、

二

〇
一
一

年∀

が
、

唱

衣
は
一

連
の

葬
送
儀
礼
の

中
で

行
わ

れ

る

こ

と

か
ら、

本
発
表
で

は

主
と

し
て

「

勅
規
』

に

記
さ

れ
る

葬
送
儀
礼
の

文
脈
か
ら
唱
衣
に

光
を
当
て
、

唱
衣
に

お

け
る

遺
品
と

貨
幣
と

い

う
要
素

に
つ

い

て

宗
教
学
的
側
面
か

ら

考
察
す
る

こ

と

を
目
的
と

す
る

。

　
『

勅
規
』

に

記
載
さ

れ
る

葬
送
儀
礼
は
二

重
葬
の

特
徴
を

そ
な
え
て

い

る
。

二

重

葬
に

お

い

て

は
、

ま
ず
一

次
葬
〔
腐
敗
す
る

肉
体
の

共
同

体
か

ら
の

分
離
と

骨

化）

は

時
間
に

支
配
さ
れ

る

個
人
と

死
の

持
つ

汚
染

力
と

関
わ

り、

二

次

葬
は
死
者
の

役
割
の

転
換
と

伝
統
的
権
威
の

十

台
と

し
て

の

秩
序
の

再
創
出
と
い

っ

た
再
生
と

関
わ

る
と

指
摘
さ

れ
る

。

唱
衣
は

住

持

や
僧

侶
の

遺
体
が

適
切
に

処
理

さ

れ
た

後
（
火

葬
の

際
は

骨

化
し
た

後
、

土
葬
の

際
は

入

塔
・

撒
土
以

後）

1
一

次
葬
の

完
了
後

、

二

次
葬
の

開

始
以
前
と
い

う
タ

イ
ミ

ン

グ

ー
に

行
わ

れ、

『

勅
規
』

に

よ

れ
ば

叢
林

の

構
成
員
は

死

去
し

た

住
持
・

僧

侶
の

遺
体
処
理
や

骨
化
が
完
了
し

た

事

を

確
認
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

　
一

方、

「

勅
規
』

の

記
述
か
ら
は
、

競
売
さ

れ
る

遺

品
は

死

者
の

日
用

品
が

中
心
と

な
る
こ

と

が

想
定
で

き
る、．

死
者
の

日

用
凵

叩

は

身
体
性
に

代

わ

る

実
体
に

よ

る
「

隠
喩
的
表
象
」

と

し
て
、

死
者
の

実
在
性
の

保
証
と

な
る

と

い

う
指
摘
が
あ
る

。

加
え
て

こ

う
し
た

日
用
品
は

遺
骨
や
位
牌
と

は

異
な
り
正
式
な
落
ち
着
き
先
が

あ
る

わ

け
で

は
な
く

、

死
の

表
象
と
し

て

の

こ

う
し
た

遺
品
が

、

共
同
体
秩
序
が
回
復
さ
れ

る

二

次
葬

完
r
後
に

共
同
体
に

取
り
残
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る

。

上

記
の

唱

衣

実

施
の

タ

イ
ミ

ン

グ
ー
一

次
葬

完
了
後、

二

次
葬
の

開
始
以

前
1
を

考
慮

す
れ

ば、

唱
衣
と
は
こ

う
し

た

行
き
場
の

な
い

遺

品
を

「

商
品
」

へ

と

変

換
さ

せ
て

処
理

す
る

機
能
を
持
つ

と
考
え
ら
れ

る
。

　

唱
衣
に

は
三

者
ー
死

者
・

大
衆
（

唱
衣
に

参
加

す
る

生

者
）

・

役
職
者

（
叢
林
権
威
の

代
理

者）

1
が

関
わ
る

。

唱
衣

に
お
い

て

競
売
さ
れ

る

遺

品
が
死
者
の

生

前
に

封
印
さ
れ

る

事
、

唱

衣
が

送
葬
の

流
れ
に

お
い

て
一

次
葬
と

二

次
葬
と

の

狭
間
に

実
施
さ

れ

る

事
、

「

死
の

実
在
」

を

象
徴
す
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